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1 はじめに
欧州の測位衛星 Galileoが E6-B信号にて放送する高
精度測位補強メッセージハ ス

HAS（high accuracy service）
を，日本と欧州とで同時刻に観測したので報告する．
2 Galileo HAS

測位計算に用いるクロック情報，衛星軌道情報，コー
ドや位相バイアスを補強メッセージ値にて補正すれば，
精度向上が期待できる．Galileoでは，2023年 1月 24日
に高精度測位のための補強メッセージ HASを提供開始
した．HASメッセージは，配信側にて HPVRSアルゴ
リズム [1]により分割され，複数 Galileo衛星にて伝送
される．受信機は，ヘッダに記述されたメッセージサイ
ズ数以上の分割メッセージが集まれば，その内容を復号
できる．
2024年に開始見込みのHASフェーズ 2では，世界を
対象にしたサービスレベル 1 と，欧州域を対象に電離
層情報補強などを追加したサービスレベル 2がある．し
かし，現在の HASには対象地域を指定する手段がない
ため，欧州域とそれ以外の地域とで，異なる内容の補強
メッセージが提供される可能性がある．
3 HASメッセージの観測
そこで，日本と欧州とで提供されるHASメッセージ内
容を比較する．観測日時は，2024年 11月 6日 23:54UTC

からの 5分間である．観測条件を表 1にまとめる．オー
プンソース・ソフトウェア無線 Pocket SDR [2] FE4CH

にて収録した無線信号を収録し，後処理にて HAS情報
ビット列をログファイルに出力する一方，市販受信機
OEM729においてもHAS情報ビット列をログファイル
に収録した．それぞれの情報ビット列を QZS L6 Tool

[3]にて復号し，メッセージ内容を比較する．
この日本とドイツとの観測において，E05衛星と E09

衛星が共通に利用できた．最初に復号できたメッセージ
のTOH（time of hour）は 3300秒（正時から 55分後），
IDは 12，サイズは 11であり，マスク情報，軌道情報，
コードバイアスが含まれていた．続くメッセージ TOH

は，3307，3300，3317，3300，3327であり，これらの
HASメッセージも日本とドイツとで同一内容であった．
TOH 3307 秒のメッセージに含まれていたクロック
バイアス補強値を図 1 に示す．この補強値の有効期間
（validity interval）は 60秒と通知されていた．
この観測期間において，日本とドイツとに提供されて
いたHAS補強メッセージは同一であった．現時点では，
追加的な欧州域限定の高精度補強情報は提供されていな
いことが推測される．

表 1 観測条件

観測場所
広島（日本） ボン（ドイツ）

34.44N, 132.41E 50.68N, 7.16E

受信機 NovAtel OEM729 Pocket SDR FE4CH

アンテナ Beitian BT-200 Beitian BT-200

観測時 E04, E05, E06, E09 E05, E09, E34

利用衛星 E11, E34, E36
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(b) GPS

図 1 クロックバイアス補強値．
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